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平成28年2月24日(水)
午前7時頃、江南市五明町地内
の県道で、普通貨物自動車と横
断中の歩行者が衝突し、横断中
の70歳代男性が死亡する事故
が発生しました。

の 全 国 交 通 安 全 運 動 が は じ ま り ま す 。
4月6日（水）～4月15日（金）の10日間

自転車事故の大半は「自転車に違反あり」 ★ 警察の全国統計によりますと、自転車事故のうち
自転車に何らかのルール違反が認められる事故が
大半を占めており、自転車のルール違反は、周囲の
車や歩行者に迷惑をかけるだけでなく、自転車利用
者自身の生命にも関わる大変危険な行為です。

★ 平成27年6月1日施行の道路交通法の一部
改正では、所定の違反行為（危険行為）を繰り
返した自転車利用者に対する講習（自転車運転
者講習）制度が新設されました。これを機に、自転
車利用者は、どんな行為がルール違反になるかを確
認し、安全通行に努めましょう。

子どもや高齢者には、事故に遭いやすい危険行動等があります。ドライバーはその行動特性等を理解し、子
どもと高齢者の保護に努めましょう。また、子どもの保護者や高齢者の家族は、安全指導・アドバイスをしっかり
行いましょう。

子どもの危険な行動特性等 高齢者の危険な行動特性等

①「とび出し」をしやすい

③友だちや保護者と一緒にいるときは、
「警戒心」が乏しくなる

②小さな物陰にも隠れる

④危険な状況かどうか、判断する能力が未発達

①視線が足元に偏り、視界が狭く、安全確認が甘い

②安全を確認してから行動開始までに時間がかかる

③左からくる車との安全の見きわめが甘い

④特に夜間、近づいてくる車との距離の見きわめが甘い

江南市内で交通死亡事故が発生！


